
令和３年３月８日
第１回 検討会

○主要な取組に係る課題の整理
○今後の検討の方向性・検討項目の設定

令和３年６月４日
第２回 検討会 <基本方針の策定＞

○空港施設・空港車両のCO2排出削減の方向性
○空港の再エネ拠点化の方向性

重点調査空港の募集・選定

令和３年７月２８日 第３回 検討会 ＜中間とりまとめ＞
○空港分野におけるCO2削減の施策検討（支援のあり方等）

○重点調査（令和３年８月~令和４年１月）
○空港の脱炭素化に向けた官民連携プラットフォーム

（令和３年９月設置、第１回~第４回セミナー開催）

令和４年２月４日
第４回 検討会

○重点調査の結果の整理・分析
○空港の脱炭素化目標・工程表・取組方針の策定

令和４年３月 ○空港脱炭素化推進計画策定ガイドラインの策定

令和４年度以降
○各空港において脱炭素化推進計画を検討・策定
○空港脱炭素化推進事業（設備導入支援、モデル実証等）の開始
○空港脱炭素化整備マニュアルの策定
※空港建築施設分野については別途検討WGを設置予定

検討会等スケジュール（案）
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空港建築施設の脱炭素化に関する検討WGについて
「空港分野におけるCO2削減に関する検討会（以下、検討会）」では、航空分野の脱炭素化に向け、空港の再エネ拠
点化方策及び空港の各施設・車両からのCO2 排出を削減する方策等の具体的な検討を通じて我が国の空港の脱炭素
施策を整理しているところ。

検討会における検討対象のうち照明・空調等の空港建築施設関係については、施設の種類や用途が多様であり、
CO2削減方策も広範で専門性が高いことから、検討会とは別に建築関係の学識者やビル会社等の実務者等をメンバー
とするWGを設置。空港建築施設の脱炭素化を進めることを目的に、空港建築施設における省エネ・再エネ手法や導
入時の留意事項等をまとめた施設管理者等が参考とするための整備マニュアル等を検討。

＜検討対象＞
・空港施設（航空灯火、照明・空調等）
・空港車両 ・航空機（駐機中、地上走行）・再エネ

＜検討内容＞
空港の脱炭素化の取組方針・ロードマップ等を検討

＜委 員＞
・山内 弘隆 一橋大学名誉教授（委員長）

ほか 学識経験者、関係事業者

空港建築施設関係：別途深堀り

空港分野におけるCO2削減に関する検討会
※R3.3設置

＜検討対象＞
・空港建築施設（旅客ターミナルビル、貨物ターミナルビル、

庁舎、格納庫 等）
・空港建築施設の関連施設

＜検討内容＞
空港建築施設における省エネ・再エネ設備導入に向けた整備
マニュアル等を検討
※ マニュアル検討時には、ACA（国際空港評議会（ACI）による

国際的な空港カーボン管理基準）等の考え方にもあるように空港
関係者全体でCO2排出削減を目指す点にも留意

＜学識者委員（案）＞
・田辺 新一 早稲田大学 創造理工学部建築学科教授
・伊香賀 俊治 慶應義塾大学 理工学部ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科教授
・花岡 伸也 東京工業大学 環境・社会理工学院 融合理工学系教授

空港建築施設の脱炭素化に関する検討WG
（仮称）新設

報告

WGの検討内容は検討会へ適宜報告
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